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始業式では、主に次のことをお話ししました。

令和６年度も引き続き意識してほしいこと

・自分を一段高いところから見て、的確に振り返る。

・思いやりや感謝の気持ちで行動し、温かい集団をつくる。

「０」から「１」を創り上げた令和５年度から、「１」を「２」にする令和６年度へ

・「１」を「２」にするには、「０」を「１」にするのと同じくらいのエネルギーが必要

である。
・２歩目は、３歩以降を決定づけるため、１歩目と同じくらい重要である。

始業の節目に当たり、皆さん一人一人が、様々な決意を持ってこの学び舎に足を運んでい

ることと思います。ぜひ、前向きな行動につなげるとともに、互いの行動を支え、後押しし、

受容する心を持つことで、力強く温かな集団を目指してほしいと思います。新しい学級の仲
間、新しい学級、学年の先生方と一緒に、今の気持ちを大切に、心の器をどんどん深く、瑞

々しくしていきましょう。心から応援しています。

先日の新任式において、生徒代表の成瀬叶羽さん（３年１組）が、新たに着任した先生方へ向け
て歓迎の言葉を述べました。

着任された６名の先生方、ようこそ附属中学校へ。生徒一同、先生方が来られるのを心待ち
にしていました。
今日は、あいにくの雨となりましたが、私たち生徒だけでなく、附属中学校の力強い校庭の

木々や中庭の青春の流れも、新しい先生方を歓迎しているように感じます。

「附中の授業は生徒がつくる」これは、私たち附中生が大切にしている言葉です。生徒一人
一人が主体となって言葉をつなぎ、日々の授業や行事をつくり、互いの考えを深め、絆を強め
ています。言葉を大切にし、互いの意見を尊重し合う授業は私たちの誇りです。

生徒会スローガンには、「One team」を掲げ、自他の考えや個性を認め合い、互いに高め合
いながら、目標に向かって協働できる集団を目指しています。令和６年度の附中生４２８人が
心を一つにすることはもちろん、先生方とも「One team」になって、よりよい学校生活を送っ
ていきたいと思います。

まずは、５月に附中祭「春」があります。よいスタートが切れるよう、情熱あふれる「春」
を創り上げたいと思っています。新しい先生方、新しい仲間たちとつくる「春」がとても楽し
みです。これから御指導のほど、よろしくお願いいたします。

令和6年4月8日 生徒代表 成瀬 叶羽

部活動の成績や、学校を通して出品した作品等に係る表彰につ
いて御紹介します。

コーラス部が全国大会に出場
コーラス部が、第１７回声楽アンサンブルコンテスト全国大会（3/21：福島市音楽堂大ホール）

に出場し、美しい演奏を披露しました。お疲れ様でした！

結果：優良賞

江口さおり 井手菜々子 道岡 柚子 西村 心海
峰 望絢 坂口 夏菜 福地 龍雅 波多野奈那

始業に寄せて

生徒代表歓迎の言葉～新任式(４/8)において～

律し 求め 輝く！


